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パーソントリップ調査は，1967 年に広島都市圏で初めて本格的に実施されて以降，これまで 65 都市圏，

延べ 143 回（2019 年 4 月時点）行われてきた人の行動に関する代表的な統計調査であり，その調査結果は，

都市交通の現況の把握，将来交通需要の予測，都市交通マスタープランの作成等，様々な場面で活用され

ている． 
本研究は，このうち 2017 年に実施された隣接する仙台都市圏，山形広域都市圏の両パーソントリップ

調査に着目し，両都市圏の基本交通特性の比較や要因分析を通じて，今後の都市構造に関する一考察をと

りまとめたものである． 
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1. はじめに 
 
我が国では，1967年に広島都市圏で初めて本格的なパ

ーソントリップ調査（以下，「PT 調査」という．）が

実施されて以来，これまで65都市圏，延べ143回（2019
年4月時点）のPT調査が行われてきた．直近では，2017
年に仙台，山形，北部九州の 3都市圏で，2018年に東京，

広島，小山の 3都市圏でそれぞれ実態調査が行われてお

り，その調査結果は，都市交通の現況の把握，将来交通

需要の予測，都市交通マスタープランの作成等に活用さ

れている 1）． 
本研究では，このうち，2017年の同時期に，隣接する

仙台都市圏，山形広域都市圏の両都市圏で実施された

PT 調査に着目し，調査結果から両都市圏間の都市交通

特性の比較を行う．また，その中の特徴的な特性に関す

る要因分析を行った上で，分析を通じて得られた知見か

ら今後の都市構造に関する考察を行う． 
具体的には，まず 2章で今回対象とする仙台，山形両

都市圏のPT調査に関する概要と特徴を整理する．3章で

は，生成原単位や外出率，目的構成比，代表交通手段構

成比といった基本的な都市交通特性を両都市圏間で比較

する．また，これまで定期的に調査が実施されてきた仙

台都市圏に関しては，各交通特性の経年比較も合わせて

行う．4 章では，3 章の都市交通特性の比較結果の中か

ら特徴的な結果を抽出し，その要因分析を行う．最後に，

5 章で 4 章までに得られた知見から，今後の都市構造に

関する考察を行う． 
 

2. 対象都市圏の PT調査概要と特徴 
 
本章では，本研究で対象とする仙台，山形の両都市圏

の PT調査の概要と特徴を示す． 
 

(1) 仙台都市圏 PT調査の概要 2）と特徴 
仙台都市圏パーソントリップ調査（以下，「仙台 PT

調査」という．）は，1972年に実施された第 1回調査以

降，仙台市を中心都市とする圏域で行われている調査で

ある．これまで計 5 回の調査（第 2 回：1982 年，第 3
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回：1992年，第 4回：2002年，第 5回：2017年）が行わ

れてきた．直近の第 5回 PT調査は，2017年 10～11月に

仙台市をはじめとする18市町村（人口：約162万人）を

対象に「郵送配布・郵送または Web 回収方式」で行わ

れ，約2.4万世帯，約5.1万人から有効回答を得ている． 
第 5 回仙台 PT 調査の特徴的な点として，第 4 回調査

まで平日 1日だった調査対象日を休日にも拡張し，同じ

対象者に平日，休日の 1日ずつの交通行動をそれぞれ調

査している点が挙げられる．これにより，平日と休日の

両面から居住者の交通特性を把握することが可能となっ

た． 
 

(2) 山形広域都市圏 PT調査の概要 3）と特徴 
山形広域都市圏パーソントリップ調査（以下，「山形

PT調査」という．）は，全国の都道府県で唯一 PT調査

が未実施だった山形県において，今回初めて実施された

PT調査である．2017年 10～11 月に，山形市，天童市，

上山市，山辺町，中山町の 5 市町（人口：約 37 万人）

を対象に「郵送配布・郵送または Web 回収方式」で行

われ，約 1 万世帯，約 2.3 万人から有効回答を得ている． 
今回の山形 PT 調査の特徴的な点として，調査実施に

際して，同時期に実施された仙台 PT 調査と調査対象圏

域が隣接している点（図-1）を踏まえ，調査項目の大半

を同一に設定，調査対象日や調査の進捗スケジュールを

合わせるなど，事前に仙台都市圏と連携を図りながら，

調査を行っている点が挙げられる．このため，本研究の

ように，両都市圏の比較が行いやすい形でデータが整備

されている．また，山形 PT 調査でも，平日，休日の 1
日ずつを対象に調査を行っているため，平日と休日の両

面から居住者の交通特性を把握することが可能となって

いる． 
 

3. 都市圏の都市交通特性の比較 
 
本章では，仙台PT調査，山形PT調査の各データを用

いて，都市交通調査の基本特性である「生成原単位，外

出率，ネット原単位」「目的構成比」「代表交通手段分

担率」を両都市圏で比較する．また，仙台に関しては，

直近3回の経年変化も合わせて整理する． 
 

(1) 生成原単位，外出率，ネット原単位 
都市圏ごとの平日休日それぞれの生成原単位（居住人

口当たりトリップ数），外出率（居住人口に対する外出

人口割合），ネット原単位（外出人口当たりトリップ数）

を図-2～図-4 に示す．生成原単位は，平日，休日とも山

形の方が高い傾向にある．また，外出率とネット原単位

に関しても同様の傾向がみられる．つまり，都市圏規模

が小さいほど，平休ともに外出しやすく，かつ外出した

際に複数回の移動を行う傾向にある，といえる． 
次に，これまで複数回 PT 調査が実施されている仙台

表-1 対象都市圏のPT調査概要 
 仙台 PT調査(第 5回) 山形 PT調査 

調査 
主体 

宮城県・仙台市 山形市 

対象 
圏域 

仙台市を中心都市とした 
18市町村(約 70万世帯) 

山形市を中心都市とした 
5市町(約 14万世帯) 

調査 
期間 

2017年 10～11月 2017年 10～11月 

調査 
方法 

郵送配布・ 
郵送またはWeb回収 

郵送配布・ 
郵送またはWeb回収 

調査 
日 

平日・休日 
各 1日 

平日・休日 
各 1日 

回収 
数 

約 2.4万世帯 
約 5.1万人 

（有効回収数） 

約 1万世帯 
約 2.3万人 

（有効回収数） 
 

 
図-1 対象都市圏の位置図 

 

 
図-2 都市圏比較（生成原単位） 

 
図-3 都市圏比較（外出率） 
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都市圏を対象に，過去 3回分の平日の生成原単位を年齢

別に比較する．結果を図-5に示す．45～54歳を境に，若

年層の生成原単位が減少，高齢層の生成原単位が増加，

という従来の傾向が第 4回（2002年）から第 5回（2017）
年にかけても進行した結果となった．これは，外出率，

ネット原単位でも同様の傾向となっている．特に，生成

原単位では，35～74歳までが同程度となっており，仙台

都市圏の高齢者は，全体としては，定年退職後も退職前

と同程度の活動性を保った生活を過ごしていることがう

かがえる． 
 

(2) 目的構成比 
都市圏ごとのトリップ目的構成比を図-6に示す．外出

の際の行動目的を把握するため，帰宅目的を除くトリッ

プの目的構成比とした．平日，休日とも両都市圏に大き

な違いはなく，平日は，通勤・通学が 35％に対して，

私事が約 5割，休日は，私事が約 9割を占めている．両

都市圏とも，平休によらず，私事目的での移動が主要な

移動目的となっていることが分かる． 
次に，これまで複数回 PT 調査が実施されている仙台

都市圏を対象に，過去 3回分の平日の目的構成比の推移

を整理する．結果を図-7に示す．経年的には，私事目的

の構成比が年々高まる一方，業務目的の構成比は低くな

ってきており，最新の第 5回調査（2017年）では，通勤

の半数程度の構成比となっている．この傾向は，2018年
に実態調査が行われた東京都市圏 PT調査４）や，平成 27
年全国都市交通特性調査５）でも同様の傾向が示されて

いる．特に，全国都市交通特性調査では，「1987年から

2015 年の 28 年間で平日の業務トリップが全国で 57％減

少」と，大きく変化していることが示されている．これ

は，ICT の普及等により，かつての情報と連動した人の

移動が，情報のみの移動に置き換わったことによる影響

が大きいと推察される． 
 

(3) 代表交通手段分担率 
都市圏ごとのトリップの代表交通手段分担率を，図-8

に示す．仙台に比べ山形の自動車分担率が，平日で 20
ポイント，休日で 15 ポイントほど高く，山形は自動車

が主要な交通手段となっているといえる．また，自動車

の分担率が高いほど，徒歩と二輪車の分担率が低い傾向

にある．また，特徴的なのが，両都市圏とも休日になる

と，平日に比べて自動車分担率が大きく増加する点であ

る．休日は仙台で約 7割，山形で約 8割が自動車利用と

なっている． 
次に，これまで複数回 PT 調査が実施されている仙台

都市圏を対象に，過去 3回分の平日の代表交通手段分担

率の推移を整理する．比較した結果を図-9に示す．仙台

は，第 4回調査（2002年）から第 5回調査（2017年）ま

 
図-4 都市圏比較（ネット原単位） 

 
図-5 生成原単位の経年変化（仙台PT調査：平日） 

 

 
図-6 都市圏比較（目的構成比：帰宅目的除く） 

 
図-7 目的構成比の経年変化（仙台PT調査：平日） 

 
図-8 都市圏比較（代表交通手段分担率） 

 
図-9 代表交通手段分担率の経年変化（仙台PT調査：平日） 
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での 15 年間に，仙台市営地下鉄東西線，仙台空港アク

セス線などの鉄道新線や JR の新駅の開業などもあり，

鉄道分担率が上昇してきており，第 5回調査（2017年）

では，二輪車を上回った．また，最も利用の多い自動車

の分担率は，調査開始以降，初めて横ばいとなった． 
 

4. 対象都市圏の PT調査概要 
 
本章では，3 章で比較した各都市圏の基本交通特性の

うち，特に以下の 2点に着目しその要因を読み解く． 
 
✓都市圏規模が小さいほど生成原単位が高くなるのは

なぜか？ 

✓休日になると，自動車利用が大きく増加するのはな

ぜか？ 

 
(1) 都市圏規模が小さいほど生成原単位が高くなるの

はなぜか？ 
まず，両都市圏の生成原単位を目的別に比較する．平

日を図-10に，休日を図-11に示す．平休とも，ほとんど

の目的で山形の方が仙台よりも生成原単位が高くなって

おり，特に「その他私事（習い事や食事，交際，娯楽，

遊戯など）」と「帰宅」でその差が大きい．中でも「帰

宅」に関しては，平休ともに山形が仙台に比べて高くな

っており，山形は外出しても一旦自宅に戻り，また出か

けるといった「自宅ベースの動き」が多いことがうかが

える． 
その要因として，トリップの移動時間に着目し，目的

ごとに平均トリップ時間を比較した．比較結果を図-12
と図-13 に示す．各目的とも，仙台に比べ，山形の平均

トリップ時間は短く，比較的コンパクトな移動が多いこ

とわかる．特に，通勤，業務，帰宅は，2～3 割程度，

仙台に比べ，山形のトリップ時間が短い．自宅と勤務先

などの目的地が近いことが，生成原単位が高くなってい

る要因であると推察される． 
 

(2) 休日になると，自動車利用が大きく増加するのは

なぜか？ 
まず，両都市圏の「平日の通勤交通手段別の休日にお

ける自動車分担率」を比較する．比較結果を図-14 に示

す．両都市圏とも平日に通勤で自動車を利用している人

は，休日も 9割以上が自動車を利用している．また，鉄

道やバスといった公共交通で平日通勤している人も，休

日は仙台で約 6割，山形で約 7割が自動車を利用してい

る．また，徒歩や二輪車も鉄道やバスほどではないが，

半数程度の人が休日に自動車を利用している． 
この要因として，特に両都市圏の平日都心通勤者の休

日の私事トリップの目的地に着目する．都心からの距離

帯別集中量の累積密度分布を図-15 に，自宅からの距離

帯別集中量の累積密度分布を図-16 にそれぞれ示す．な

お，ここでの都心の定義は，両都市圏のゾーニングにお

ける定義を参考に，仙台は 00大ゾーン，山形は 01大ゾ

ーンとした． 
まず，休日の「都心」からの距離帯別集中量をみると，

平日都心通勤者のうち，休日も都心周辺を私事トリップ

 
図-10 目的別生成原単位（平日） 

 
図-11 目的別生成原単位（休日） 

 
図-12 平均トリップ時間（平日） 

 
図-13 平均トリップ時間（休日） 

 

 
図-14 休日の自動車分担率（平日通勤手段別） 

0.35

0.16
0.28

0.06 0.09

0.31

0.19

0.93

0.38

0.15

0.29

0.05
0.11

0.37

0.24

1.01

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

通勤 通学 買物 通院 送迎 その他

私事

業務 帰宅

生
成

原
単

位
（
ト
リ
ッ
プ

/
居
住
人
口
）

仙台 山形

0.09 0.02

0.51

0.01 0.05

0.49

0.04

0.76

0.11

0.02

0.55

0.01

0.07

0.58

0.07

0.88

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

通勤 通学 買物 通院 送迎 その他

私事

業務 帰宅

生
成

原
単

位
（
ト
リ
ッ
プ

/
居
住
人
口
）

仙台 山形

33.1
29.7

19.2
24.9

17.8

28.5

40.1

28.7
23.1 25.4

16.4
19.6

16.1

24.7
29.3

21.7

0

10

20

30

40

50

60

通勤 通学 買物 通院 送迎 その他

私事

業務 帰宅

平
均

ト
リ
ッ
プ
時

間
（
分

）

仙台 山形

27.5

34.0

21.9
26.4

26.3
33.9

40.7

29.5

20.4

28.6

18.9
24.4 23.4

30.1 28.2
24.8

0

10

20

30

40

50

60

通勤 通学 買物 通院 送迎 その他

私事

業務 帰宅

平
均

ト
リ
ッ
プ
時

間
（
分

）

仙台 山形

57% 56%

90%

48%
43%

72% 76%

93%

62%
67%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

休
日

の
自

動
車

分
担

率
（
全

目
的

）

平日の「通勤」手段

仙台 山形

※その他・不明を除く自動車分担率

第 62 回土木計画学研究発表会・講演集



 

 5 

の目的地としているのは仙台，山形とも 2割程度にとど

まっており，両都市圏とも都心通勤者の多くが休日には

都心を訪れていないことが分かる．次に，休日の「自宅」

からの距離帯別集中量をみると，私事トリップの 7割以

上が自宅から3km以内を目的地としていることから，休

日は自宅周辺の活動が多いことが分かる． 
さらに，この傾向を世帯類型別に比較する．子育て世

帯は，18歳未満を含む3人以上世帯と定義した．仙台，

山形ともに子育て世帯ほど休日は郊外が目的地になって

いる割合が高いことがわかる（図-17，図-18）． 
以上から，平日の都心通勤者の多くが，休日は自宅周

辺で過ごしており，両都市圏で都心以外の地域で比較的

交通利便性の高い自動車利用が結果的に増えていること，

またその傾向は子育て世帯ほど強い傾向にあることが，

結果として，休日に自動車利用が大きく増える要因であ

ると推察される． 
 

5. 今後の都市構造に関する一考察 
 
前章までの分析結果を踏まえ，今後の都市構造に関す

る考察をまとめる． 
 
我が国の人口は，2008年をピークに減少に転じており，

2020 年 4 月時点で前年同月から全国で約 30 万人減少し

ている６）．また，内訳をみても，少子高齢化の進行に

より，高齢人口の増加と生産年齢人口の減少が進行して

おり，この傾向は今後も継続することが見込まれる．こ

のような社会構造の変化の面からも，持続可能な都市構

造として「コンパクト＋ネットワーク」型の都市構造が

今後も基本となることは変わらないものと考える．都市

がコンパクトになることで，移動所要時間が短縮され，

それに伴い，外出率や外出時の移動回数（ネット原単位）

が高くなることが本研究の成果からも見込めるだろう． 
一方で，現状に目を向けると，地方都市においては，

平日は鉄道やバスを利用して都心へ通勤している居住者

においても，休日は自動車で郊外を中心に生活している

状況が本研究を通じて明らかとなった．また，今年に入

り，新型コロナウイルス感染症の影響によりテレワーク

勤務等の新しい生活スタイルが定着しつつあり，平日に

おいても外出はもっぱら近所への買物や食事といった，

移動の面からみればこれまでの「休日」と区別がない状

況になりつつある． 
このような現状を踏まえると，今後の都市構造の方向

性としては，「コンパクト＋ネットワーク」型の都市構

造を基本にしつつ，郊外部とのバランス関係を配慮しな

がら，各種政策・施策を検討していくことが必要となる

だろう．そのためにも，地域ごとの居住者属性と居住者

の交通特性を的確に把握し，それぞれの属性に応じた施

策を丁寧に検討，実施し，かつその結果を定期的にモニ

タリングしていくことが重要となるだろう．個人や世帯

の詳細な「属性」と「移動実態」を同時に把握する点が

特徴である PT 調査は，今後の都市構造の検討において

も活用が期待される．ただし，従来のような10年に1度
の調査間隔では課題があるため，詳細な属性が把握でき

るという利点を生かした調査体系に拡張していくことも

考えられる．例えば，属性ごとの移動特性を把握するこ

とに特化した形でサンプルサイズのダウンサイジング化

を図り，調査間隔を短縮するような調査への拡張も一案

として考えられる． 
このように，今後の都市構造を考えていく上でも，交

 
図-15 休日の都心からの距離帯別集中量（平日都心通勤者） 

 
図-16 休日の自宅からの距離帯別集中量（平日都心通勤者） 

 

 
図-17 休日の都心からの距離帯別集中量 
（仙台：平日都心通勤者の世帯類型別） 

 
図-18 休日の都心からの距離帯別集中量 
（山形：平日都心通勤者の世帯類型別） 
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通の面からきちんとした状況を把握していくことが重要

といえるだろう． 
 

6. おわりに 
 
本研究では，2017年に実施された隣接する仙台都市圏，

山形広域都市圏の両パーソントリップ調査に着目し，両

都市圏の基本交通特性の比較や要因分析を通じて，今後

の都市構造に関する一考察をとりまとめた． 
今回の仙台，山形両都市圏の PT 調査データは，新型

コロナウイルス感染症の影響を踏まえた政策・施策を検

討していく上でも，感染症流行前の状況を平日，休日の

両面で抑えている点，また平日移動の休日化，多様化の

面からも休日データを調査できている点で非常に有用な

データと考えている．今後は，さらにデータを活用し，

両都市圏の人々の移動や暮らしの実態や要因を丁寧に分

析していく予定である． 
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